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資料１ 
オリンピック・パラリンピック
教育に関する有識者会議 

（第３回） 



長野オリンピック・パラリンピックの概要 
○大会名      第18回オリンピック冬季競技大会  

○期  間      1998年２月７日～22日（16日間） 

○実施競技・種目  ７競技・68種目 

○参加国・地域   72    ○参加選手・役員    4,638人 

○獲得メダル    金５ 銀１ 銅４ 合計 １０ 

○観客数       144万3000人  

 

○大会名      第7回パラリンピック冬季競技大会  

○期  間      1998年３月５日～14日（10日間） 

○実施競技・種目  ５競技・34種目 

○参加国・地域   32    ○参加選手・役員    1,146人 

○獲得メダル    金12 銀16 銅13 合計 41 

○観客数       15万1000人    



長野市のオリンピック・パラリンピック教育 



長野市のオリンピック・パラリンピック教育 

大会基本理念の実現に向けて 

オリンピック・パラリンピックを学校教育に 

 

○ 児童生徒の直接的な国際経験の機会 

○ オリンピック・パラリンピックへの関心を高め、 

   心身を積極的に鍛える実践の機会 

○ 競技見学や行事参加だけでなく、 

   実際に行動し体験する喜びを得る機会 



一校一国運動 市内75校で72の国や地域を担当 
（別紙に一覧表） 

 それぞれの学校や、子供達の発想を大事に、 

 独自性・自主性を尊重した学習を全校で実施 

金メダルを触
らせてくれた
カナダのカー
リング選手 オリンピック後にＩＯＣ本部に招待を受け

サマランチ会長（当時）と記念撮影 



大会の２年前から 

始まった一校一国運動 
 

はじめは、 

「相手国はどんな国？」 
「交流の糸口はどこに？」 
「本当に選手が来るの？」 
「言葉の壁は？」 
「費用や時間はどう確保？」 
 

まずは、その国を知る 

ことから始めよう。 

関係組織や団体等に 

協力してもらい情報を 

集めよう。 



大会組織委員会（NAOC) 

(社)国際親善クラブ 

大使館 

国際交流員 

各学校が、試行錯誤しながら 

関係者の協力を得て交流を 

進めるきっかけをつかんだ。 



大会前に進む交流 
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東京への社会見学で 

スウェーデン大使館訪問 

選手団長や各競技のプレ大会を通し
て交流を深め、本大会での交流につ
なげることができた。 

各学校が交流活動を通して、相手国のことを理解すると共に、日本の文化や 

日本のよさにも目を向けていった。交流相手と心のふれあいが次の活動の 

エネルギーとなり、本大会への期待が高まっていった。 



本大会の活動・交流 
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オリンピック村入村式の
国歌斉唱とレセプション
の様子（日本選手団と） 
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パラリンピックアルペン金メダリスト訪問 





その後の一校一国運動① 
交流国との相互訪問を続けている学校  

西部中学校（トルコ共和国） 通明小学校（韓国）等 

       相互訪問の実績 

H２４ ９校 

派遣 ２校（ルーマニア、デンマーク） 

受入 ７校（リトアニア、イギリス等） 

H25 １１校  

派遣 ７校（イギリス、中国、インド、韓国等） 

受入 ４校（サイパン、ルーマニア、トルコ、アメリカ） 

H26 ８校  

派遣 ３校（ルワンダ、イギリス、トルコ） 

受入 ５校（デンマーク、マレーシア、台湾等） 

 



西部中学校 トルコ共和国のタンプナル校との交流 

を継続。訪問と訪問団受入を、隔年で行いホームス 

テイを実施。トルコの様々な文化を学ぶと共に、日本 

文化の良さを伝えるなど、国際理解教育を学校の柱 

としている。 

２０１３年 

 訪問受入の様子 
 



２０１４年のトルコ訪問の様子 
（写真は学校提供） 



その後の一校一国運動② 

テーマに沿って学習や活動を継続している学校 

三本柳小学校（地雷）  徳間小学校（エイズ）等 



三本柳小学校 ボスニア・ヘルツェゴビナ共和国と 

の交流を通して知った「対人地雷問題」への学習を 

を継続。現在は、ルワンダ共和国出身のガテラさん 

夫妻との交流を続けている。今年１月に、児童4名 

がルワンダを訪問し、義肢製作工房等を見学した。 

↑ 義肢製作工房 

 

←スカイプを使い、現地 

  訪問団と学校を繋ぐ 
（写真は、学校ＨＰより） 



「一校一国運動」推進上の課題 

① 予算と時間の保障 

   交流や観戦、イベント参加等に必要な予算 

   確保と、教育課程上の時間の保障 

② 学校だけでない、多様な協力体制と理解 

   通訳など地域ボランティア、ＮＰＯや企業等 

   の協力や保護者の理解 

③ イベントに終わらない、活動の継続性 

   学習の必要感、交流の日常化 

    



                              

     ・児童生徒が、感動のある交流や学習を通じて、
オリンピック・パラリンピック精神やスポーツの素
晴しさを感じ、「おもてなしの心」を体得 

・児童生徒が、文化の多様性を肌で感じるととも
に、日本文化の良さを再認識 

 
・各校の教育活動に、国際理解教育が位置付き、
その後も交流を継続（36校） 
・身につけた国際感覚やグローバルな視野を生か
した生き方をする卒業生も 

 

「一校一国運動」の成果 



オリンピック・パラリンピックが残した意識 
～ 交流記録冊子 「世界の人とともに生きる」に掲載された 

各校のページのタイトルから ～ 



参考資料 

大会終了後にIOC本部に招待を受ける 



交流が始まったころの職員研修 

語学研修   市教育センター主催の研修   



児童生徒の学習や活動 

児童会・生徒会活動  教科等の学習（競技・相手国等） 



児童生徒の学習や活動 

クラブ活動 

 



選手団との交流 





ボランティア活動 


